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「社会的ひきこもり（hikikomori）」は6ヶ月以上にわたり社会参画せず自宅に

留まり続ける状態といわれており、ひきこもり状況にある人（ひきこもり者）は

国内140万人1）を越え、その対応は国家的喫緊の課題である。国外でも

その存在が明らかになり、2022年にはDSM-5-TRにhikikomoriとして掲載され、

国際的にも注目されている。演者は、大学病院に気分障害ひきこもり外来を

立ち上げ、生物心理社会的理解に基づく治療法・支援法の開発を進めている。

これまでの研究で、ひきこもりの背景にうつ病・不安症・発達障害など様々な

精神疾患の併存、血液バイオマーカー候補、そして心理社会的因子を予備的に

同定してきた。本セミナーでは、ひきこもりの多面的な評価システムを紹介し、

特に抑うつや発達障害を併存するひきこもり者へのくすりと精神療法の併用に

よる治療的アプローチを紹介する。

1)： 内閣府2023年3月


